
■  
子どもの心を育てる生涯学習  

立教大学教授 岡 本 包 治   

烏料理はウマイ」とか「あの鳥料理はマズ  

イ」としか思わないことになりやすい。子ど  

もが「烏」と聞いて、「うまい」とか「まず  

い」としか思わなくなったら、やはり問題な  

のである。   

学校週五日制は、家庭における家族との触  

れ合いをも意図するものである。私たちの年  

代の人間は、子どもの頃に近所のおばあさん  

が亡くなったのを知った時に、そのことを親  

に告げると、親は、必ず私たちの目の前で、  

そのおばあさんのことをほめちぎったものな  

のである。「お父さんが子どものころに世話  

になった」「おばあちゃんのたくあん漬けは  

日本・だった」とかであった。   

しかし近頃は、子どもたちが近所のおばあ  

さんの死を親に告げると、親の中には、子ど  

もの前で「ああ、あれであの家の若いお嫁さ  

んはホッとしているわよ」など発言する人も  

いたりするのである。子どもは、何と感ずる  

であろうか。   

子どもたちの心が荒れていくように家庭で  

親が仕向けているといってもよい。恐ろしい  

ことになってきた。生涯学習をめぐって難し  

い話は不要である。子どもが「豊かな心」を  

もつこと、それが生涯学習なのである。  

生涯学習が、子どもたち  

の学枚数育の充実とともに学校外における諸  

体験の充実を意岡したものであることは今更  

論ずるまでもない。学校週五日制は、そのこ  

とを社会の制度として正当に位置付けたもの  

であることも明白であろう。   

たとえば、ナビもたちが学校外の体験とし  

てもつ自然体験がその－・つである。あるいは  

動物との接触体験もこれに外ならない。生涯  

学習の主張は、これらの体験を通しての「豊  

かな心づくり」を意図したものである。   

学校外の体験として、野外や山において烏  

と出会う体験をもったチビも、海でカモメに  

出会った子ども、あるいは家庭などで烏を  

飼ったことのある子どもなどは、どこかで烏  

を見た時には「あの烏は吋愛い」とか「あの  

烏はカツコいい」とか「ぁの鳥は、こういう  

声で鳴くのだよ」とか言う。この子どもたち  

の心は豊かに育っている。   

しかし、そんな体験のないチビも、すなわ  

ち烏に出会う体験などはなく、専ら受験勉強  

ばかりさせられていた子どもの中には、烏と  

いえば、「烏料理を食べた」という体験しか  

もっていないような子どももいる。だから、  

そのような子どもは「烏」と聞いて、「あの  

●  
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生涯学習と情報活用能力の育成  

－コンピュータの教育利用を通して－  

広島市教育センター コンピュータ教育利川研究プロジェクト  

「人間的であi）続けるための方法は、学習  

を続けることである」とは、生涯学習の必要  

性を提唱したロバート・ハッチンス（R．M．  

Hutchins）の言葉である，。生涯学習は、学習  

者自らが主体的、自発的な意思に基づき、自  

己に適した方法で学習を進めることを基本と  

し、その成果を自己の生活に生かし自己実現  

を図ることを目的としている。  

1 生涯学習と自己教育力の育成   

生涯学習の主体者は学習者本人である。生  

涯学習を進めるためには、学習者は次のよう  

な資質を身に付けておく必要がある。  

i）解決したい問題を生み出す力（問題発見   

力）  

②問題解決に積極的に挑む知的探求心（学習   

意欲）  

ニ妥主体的に目標を設定し、必要な知識・情報   

を選択・活用する能力（学習目的、学ぶ   

力）  

句困難に立ち向かう強い意志力（集中心、向   

上心）   

このような資質こそ、近年学校教育で育成  

することが強く求められている自己教育力な  

のである。この自己教育力は、生涯学習を進  

める上で基盤となる力であるとともに、情報  

化、同際化など急速に進展する社会の変化に  

主体的に対応する力ともなるのである。  

2 自己教育力と情報活用能力   

情報活用能力は、「情報及び情報手段を主  

体的に選択し活用していくための個人の基礎  

的な資質」と定義されている。換言すj■Lば、  

情報のよき受け手、送り手となるための資質  

であると言えよう。この能力は首已教育力の  

様相の一部であり、学習者自らが設定した課  

題を解決するための大きな力となるのセはな  

いだろうか。したがって、その育成は学校教  

育において緊要な教育課題と言えよう。この  

能力の内容として次のことが挙げられる。  

せ情報を口的に応じて取捨選択し、処理する   

力  

②情報をつくり出し、それを伝達する力  

逐情報の重要性を認識する力  

④情報に対する責任感   

これらの内春は、学校の様々な教育活動を  

通して育成されているが、その手だての－一つ  

としてコンピュータの教育利用がある。  

3 コンピュータの特性と教育利用の目的  

（1）コンピュータの特性  

コンピュータの特性（利点）として次の   

ことが挙げられる。   

①大量なデータを記憶できる   

②デー タの高速処理ができる  

③正確な処理ができる  

⑥何度でも繰り返しができる  

⑤個々の学習履歴が記憶できる  

こj■tらの中にはコンピュータのみがもち   

える特性でないものもあるが、利用する目   

的にl応じてコンピュータの特性を生かし利   

用していくことが大切であろう。  

（2）コンピュータの教育利用の目的  

利用の目的を、学習指導での利用に限定   

すると、次のように分類できる。   

ア コンピュータ・リテラシー を育成する  

道具としての利用  

これは、コンピュータなどの情報手段そ   

のものを活用する能力（コンピュータの操   

作能力など）を育成することを目的として   

いる（中学校技術・家庭科「情報基礎」）。   

イ 主体的な学習活動の道具としての利用  

これは、コンピュータを問題解決活動、  

●  

●   
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情報の表現・創造活動などの知的、創造的   

なツール（学習道具）として子どもが主体   

的に活用することを目的としているこ〕具体   

的な活用場面としては、①必要な情報を収   

集したり取捨選択し活用したりする場面  

（データベースなどによる情幸闘奏索機能の   

利用）、②天体の運動のシミュレーション  

（模擬実験）から事象の岡果関係を量的に   

考察したりする場面（シミュレーション様   

能の利用）、③統計資料をグラフ化したり   

楽譜のデータを入力し作曲したりする場面  

（計測・制御、図形作成機能の利用）など   

がある。   

り 学習指導の道具としての利用  

これは、学習指導においてコンピュータ   

を学習情報の提示、学習意欲の喚起、学習   

内容の定着などのためのツールとして活用   

することを目的としている。  

このような利用を通して、子どもの情報   

を整理・選択・処理するなどの能力を高め   

るとともに、学習の個別化が図られ学習者   

としての自覚、喜びを実感させることがで   

きるのではないだろうか。  

また、コンピュータを有機的に利用させ   

るためには、学習形態にも配慮する必要が   

ある。利用形態には一斉学習での利鞘、グ   

ループ学習での利用、そして個別学習での   

利用がある。一斉学習ではコンピュータを   

情報提示用として利用することが中心とな   

り授業の導入やまとめの段階での利用とな   

る。また、グループ学習では様々なデータ   

から必要なデータを活用して課題解決した   

りする段階での利用となる。そして、個別   

学習では学習内容の定着を図る段階での利   

用となる。  

4 情報活用能力を育てるコンピュータの利   

用例 一情報検索機能を生かした利用一   

右匝＝ま、第5学年の単元「近代工業と公  

」 の学習において活用した学習ソフトの  

コースウェアとソフト画面の一部である。子  

どもは自ら設定した課題に合わせて学習ソフ  

トのコースを選び課題解決に取り組む。その  

過程でコンピュータ内にある様々な情報から、  

目的に応じて必要な情報を選択・活用し、課  

題に対する結論を導き出す。  

メニュー画面  
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●  サブメニュー画面  

亡工4  ■ J  

「千津右珂「丁悪評  

候  2広島而の気‥2±諒箭  
3広島而の  
道路  
4広島而の  

1広島而の大   
気の汚れ  
2広島市の自   
動車馬毒舌  
3広島而の河   
川の汚れ  

1自然享売場に  

関する≡菓  
2社会環境に   
関する吉葉  
3公害に関す   
る喜菓  
JT∴・し・  

1  攣旦」L  L  

図 学習ソフトのコースウエア  

5 終わりに   

情報活用能力は、様々なメディアからの情  

報が氾濫する現在の社会ヤ一層高度に情報化  

していくこれからの社会に、主体的に対応す  

る力となり、生涯学習を促進する大きな力と  

もなる。したがって、情報活用能力は、イーど  

もたちだけでなく、生涯学習を進めている私  

たちにとっても必要であり、身に付けるべき  

能力だと言える。コンピュータの教育利用は  

情報活用能力の育成のための手段であるが、  

子どもたちと共に利用することで、教師白身  

も学ぶこと、利用することの良さを味わいた  

いものである。（広島市教育センター指導ニト事  

正坊地武生、江田英俊、苦竹邦昭、松浦俊雄）   
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「揺れる子どもの自己像」の概要  

一指定都市教育研究所連盟第10次共同研究から－   

広島市教育センター指導主事 越 智 文 嗣   

11指定都市の小・中学生13，200名を対象に調  

査を実施した。調査の内容は、友達関係、遊  

び、健康、学習、そして自己像の5つの分野  

で構成した。調査は、50の設問を設定し、質  

問紙法により実施した。  

指定都市教育研究所連盟第10次共同研究は、  

平成3年4月にスタートし、研究期間3年を  

経て、本年度は、その内容をまとめる年であ  

る。そこで、今回はその研究の概要を紹介す  

る。  

●   研究のねらい   

この研究に取り組んだ主なねらいは、次の  

2点である。  

① 社会の変化や情報の氾濫の中で、子ども   

の姿が見えにくくなっている。そこで、今   

の子どもの様々な生活場面での意識や行動   

を探り、真の自律への支援の方途を明らか   

にする。  

② 今の子どもの行動に強く影響を及ぼして   

いるであろうと予測される要素の1つに、   

みんなと同じであるのがよいという思い  

（「人並み意識」）がある。この「人並み意   

識」に視点を当てて調査研究を行い、今後   

の教育において強調していかねばならない   

事柄を明らかにする。   

今の子どもたちは、「自分らしくありた  

い」という意識と、「みんなと同じでありた  

い」という意識とを抱き、葛藤している。そ  

の狭間において、「ほどほどに」というバラ  

ンス感覚を身に付けてきたのではないかと考  

えられる。この研究では、子どもたちは、ど  

のような生き方観の傾向を持っているのか、  

子どもの生活意識や行動からとらえようとし  

た。  

研究の内容  

○ 友達関係 自信のなさや友達からどう思   

われているかという不安が見え隠れし、友   

達の輪の中で絶対的存在感を得ようとする   

姿から、子どもの隠された人間関係を探る。  

0 遊び 遊びの内容や意欲などから、子ど   

もの意識や行動をとらえ、これらを特徴付   

けている要因や背景を探る。  

○ 健康 子どもが健康に対してどのような   

意識を持ち、どのような状態にあるのかな   

ど、精神的・社会的側面をも含めて探る。  

○ 学習 学習意欲と意志の形成、学習の仕   

方の習得、生き方の探求が重視される中で、   

子どもは、学習を何のためにしていると   

思っているのかなどを探り、望ましい学習   

観の育成の在り方を探る。  

○ 自己像 希薄な人間関係や多様な価値観、   

さらには、情報過多の環境の中で、子ども   

の揺れる自己像の原因や背景を探る。そし   

て、子どもの望ましい自己形成のために子   

どもと大人は、それぞれ何をどうすればよ   

いのかを明らかにする。   

この研究の具体的な内容は、平成6年4月  

に指定都市教育研究所連盟第10次共同研究と  

してまとめられ刊行される予定である。学校、  

家庭、地域でお役に立つことができればと願  

う。ご高覧の上、ご批正を賜れば幸いである。  

研究の方法   

子どもの生活意識や行動をとらえるため、  
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美術科における新しい学力観に基づく評価の改善と工夫  

広島市数百センター指導主事 福 原 正 明  

表 美術科の評価の観点及び趣旨  新しい学力観に基づく美術科の目標   

今回の学習指導要領の改訂では、美術によ  

る人間形成の実現を目指す立場から、美術科  

の目標は次のように改善された。  

実姉＝斗の  
評価の観点  

趣  

・1芙術三豊関 モ術に親しみ、t休的に衷規や鑑賞の創造清  
動に姉川組み、創造の喜びを味わおうとする  

感じ取ったことや考えたことなどを基に、惣  且l．ヤ 

の能ノ」   

C創造的   

構想  
條ノ」を働かせて豊かに発想をし、よさや美L   

諒「芸三三‡芸  

を隼かす  

え、創造的な表硯の構想をする  
表現放び鑑賞の活動を通して＝   …領域  

新王自ほ副道活垂拍能力を伸ばすとともこ二 ・‡能ノ」的R標  

創造の喜びを味わわせ、美術を愛好する心情を育て  

皇／態度・情意的目標  

豊かな情操を養う…・       ∴ さ∴総合軋耶票   

に応じて創造的な技能ヤ造形感覚  

美術作品などに親Lみ、そのよさや貢Lさな  
どを感じ取ったり、味わったりする、  

D鑑賞の能ノ」  

●  
ることで創造的思考力を育成しようとするも  

のである。下絵やアイデアスケッチなどに  

よって発想や構想段階での工夫や努力、進  

歩・成長の過程を高く評価することが必要で  

ある。   

Cの観点は、単なる技法の習得から個性  

的・創造的能力としての技能であることが強  

調されたものである。主題を十分に表すため  

に自分にふさわしい技術を習得・活用して、  

独自な表現をする感覚や技能が育ってきたか  

を具体的な視点を定めて、個人内で評価する。   

Dの観点は、「感受の能力」と「知識・理  

解の能力」についての観点である。感じ取っ  

たことを表現にいかに生かしているかを評価  

することも大切である。  

具体的な評価の工夫例  

■制作力ード（図）を使って   

授業後、牛徒に自己評価と工程の進度を制  

作力ードに記入させる。それを碁に教師はA  

～Dの観点から評価する（国中の※印）。題  

材によi）内容を工夫する。  

ニヂの能力的目標（中学校指導書美術編に  

り10の能力”として示されている）と、豊か  

な自己実規につながる窒〕の態度・情意的目標  

とが総合されて、宣の豊かな情操を養うこと  

を目指すことになる。  

観点別学習状況の評価の考え方   

指導要録では、目標の改善の意図を踏まえ  

て評価の観点が示されている し表）。この4  

つの観点は、特に学習過程において情意的側  

面（関心・意欲・態度）を重視し、生徒の学  

習活動を励ます評価を行うことを通して生徒  

の可能件を伸ばすことを主眼としている。   

表のAの観′＃は、教科の目標の態度・情意  

的目標の達成について評価する観点である。  

生徒がいかに主体的に取り組もうとしている  

かを個人内評価を「トL、にして見ていく。   

B、Cの観点は、従来の「表現の能力」を  

「発想や情想の能力」と「創造的な技能」と  

に分けたものである。   

Bの観点は、制作前段階をきちんと評価す  

●  

図 制作力ード   
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教育セ ン タ ーひろ ば   

平成5年12月3l巨宮、  

NHK解説委員の伊藤  

和明先生をお迎えし、  

広島市苗少年センター  

で教養講座を開催しま  

した。約400手7－の方々  

が受講され、人変好評  

でした「ノ  

教育センターでは、コンピュータ教育利鞘  

に関する研究を進めるに当たって、次の先生  

力■に研究員をお願いしています。。  

平成5年麿コンピュータ教育利用研究プロジェクト研究員  

●  

本年度は22名の先生方が9月から11Jjの3  
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